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1868（明治 元）年 0 歳 岐阜県方県(かたがた)郡蘆鋪(あじき)村（現岐阜市安食）に農
家の次男として生まれる 
1884（明治 17）年 16歳 東京府中学校卒業、高等商業学校（現在の一橋大学）へ進学 
1888（明治 21）年 20歳 高等商業学校（後に東京高等商業学校へ改称）を首席で卒業 
1889（明治 22）年 21歳 京都府立商業学校教師 
1890（明治 23）年 22歳 大阪府立商品陳列所監事 
1891（明治 24）年 23歳 東京海上保険会社入社 
1894（明治 27）年 26歳 英国における保険事業立て直しのためロンドンへ赴任 
1896（明治 29）年 28歳 「英国代理店営業報告及意見書」を作成 
1899（明治 32）年 31歳 営業部長、「会社営業ノ改革ニ関スル意見書」を作成 
1906（明治 39）年 38歳 総支配人 
1917（大正 06）年 49歳 専務取締役 
1925（大正 14）年 57歳 東京海上火災保険取締役会長に就任 
1929（昭和 04）年 61歳 日本郵船取締役社長に就任 
1930（昭和 05）年 62歳 貴族院議員 
1939（昭和 14）年 71歳 死去 





























































 1891（明治 24）年 10月、各務は矢野の申し出を受け入れ、東京海上の入社試験を受け
た。受験者は 3名だったが、試験の結果は全員が不合格となった。但し、各務については、
その抜群の英語力が試験委員の目に留まり、再選考の結果、各務だけが書記として入社を
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許可されたのである。入社後は、得意先回り、帳簿係、ロンドンへの電報係などを担当し、



























無配になるが、1891（明治 24）下季～1894（明治 27）年上季の配当率は 16％と極めて
高率であり、経営実態とはかけ離れた株主配当が行われていたのである。 
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1865（慶応 元）年  0歳 岡山県上道郡角山村竹原（現在の岡山市）で生まれる 
1878（明治 11）年 13歳 岡山医学教場（現岡山大学医学部）入学 
1880（明治 13）年 15歳 東京帝国大学医学部予備科へ編入 
1883（明治 16）年 18歳 岡山県医学校（岡山医学教場から改称）再入学 
1889（明治 22）年 24歳 第三高等中学校医学部卒業、日本生命保険会社入社 
1892（明治 25）年 27歳 日本生命退社 
1893（明治 26）年 28歳 「非射利主義生命保険会社設立を望む」発表 
1894（明治 27）年 29歳 安田善次郎の要請で共済生命合資会社支配人に就任 
1898（明治 31）年 33歳 共済生命を退社し、農商務省にて保険業法を起草 
1902（明治 35）年 37歳 第一生命設立、専務取締役に就任 
1915（大正 04）年 50歳 第一生命社長に就任 
1938（昭和 13）年 73歳 第一生命会長に就任 
1951（昭和 26）年 86歳 死去 






















































 日本生命を退社した矢野は、翌 1893（明治 26）年に生命保険に関する論文 16編を執筆
している。その中でも特に注目すべきは、「相互生命保険会社」（日本商業雑誌 1893 年 8
月）、「本邦生命保険事業の欠点」（東京経済雑誌1893年7～10月）、「非射利主義生命保険






































（Equitable Life Assurance Society）の営業方針に魅了されている。同社は保険募集には








閥幹部との間に齟齬が生じ、1898（明治 31）年 6月、共済生命を退社したのである。 
 
（２）わが国初の保険業法起草 




















ることとなり、初代保険課長（1900 年 7 月～1901 年 12 月）を命じられた。保険課長に





























1902（明治 35）年 9 月、創立総会が開催され、社長に柳沢保恵伯爵（柳沢吉保の末裔
で、貴族院議員、東京市会議長などを歴任し当時を代表する知識人の一人）、専務取締役に
矢野が就任した。ついに矢野は、相互主義に代表される自身の保険思想を実践する場を得














いた。同社の保険契約が 1,000万円に達したのは、創立 7年後の 1909（明治 42）年であ
る。これとは対照的だったのが、第一生命の 2年後に設立された千代田生命であった。同
社は代理店制度を積極的に取り入れ、開業 2年後の 1906（明治 39）年には保有契約が 1,000
万円に達し、さらに 1908（明治 41）年には 2,000万円を突破していた。 
余談だが、第一生命は 2003 年 3 月末時点で総資産 29 兆 6,528 億円、収入保険料 3 兆
4,201 億円で日本生命についで、業界第二位の地位を築いている。一方、千代田生命は、
2000年 10月に更生特例法の適用を申請し経営破綻した。経営破綻後は、米国大手金融グ
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アリコ - 145 1,005
ＡＩＧスター - 32 1,464
ＡＩＧエジソン - 35 1,025
- 102 1,100
- 69 1,121
プルデンシャル - 39 969





























分野に分類される。1996(平成 8)年 12月に決着した日米保険協議によって、1998(平成 10)
年 7月までに日本の損害保険料率を自由化され、傷害保険など保険の第三分野への国内生























命的に持っている要素を指摘し、顧客の立場からみた相互会社の優位性を主張している。   
今日、企業の社会的責任（CSR：Corporate Social Responsibility）に関心が集まって
いるが、その中心的論点は、企業は誰のためのものであるかという点である。議論の流れ











2005（平成 17）年、明治安田生命は金融庁から違法営業による不払い問題で 2 度にわ
たる業務停止命令を受けた。その後不払い問題は、損害保険業界へと飛び火し、2006（平
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